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回収率 ２８７名／３０６名（９３．８％） 

Ｑ１ 所属学部・学年・名前をご記入ください。 

 

Ｑ２ 災害時に避難する市町村が指定した避難所（自宅の最寄り）をご存じですか？ 

   その避難所の名前をご記入ください。わからない方は×とご記入ください。  

 

Ｑ３ 自宅
じ た く

は津波
つ な み

浸水
しんすい

区域
く い き

ですか？ 

はい いいえ わからない 

１９．６％ ５１．６％ ２８．８％ 

 

Ｑ４ お住
すま

いの市町村
しちょうそん

の「避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
よ う し え ん し ゃ

名簿
め い ぼ

」に登録していますか？ 

はい いいえ わからない 

２１．９％ ５１．６％ ２６．５％ 

 

Ｑ４－２「いいえ」「わからない」と答えた方へ。登録していない理由についてお答えください。【複数回答可】 

Ａ名簿の存在を 

知らない。 

初めて聞いた。 

Ｂ障がいが軽度で 

 対象外である。 

Ｃ地域に迷惑を 

 かけたくない。 

知られたくない。 

Ｄ手続きの方法が 

 わからない。 

Ｅ意味がない。 

 必要性を感じない。 

Ｆその他 

４８．８％ ９．５％ ４．８％ １８．７％ １．６％ １６．７％ 

 

Ｑ５ 災害
さいがい

が起
お

きて、避難
ひ な ん

しなければならないとき、指定
し て い

避難所
ひなんじょ

に行
い

きますか？ 

行く 行かない（車中泊も含む） わからない 

３１．８％ １８．７％ ４９．５％ 



 

Ｑ５－２「行かない」「わからない」と答えた方へ。理由についてお答えください。【複数回答可】 

Ａ避難所で地域の人に 

 迷惑をかけたくない。

知られたくない。 

Ｂパニックが予想され 

 るため。 

 

Ｃ避難所までの移動が 

 難しい。遠い。場所 

 がわからない。 

Ｄ意味がない。 

 必要性を感じない。 

Ｅ避難所生活に不安が 

ある 

 

Ｆその他 

１８．９％ ２７．５％ ６．５％ ０．３％ ２９．６％ １７．２％ 

 

Ｑ６ 「福祉
ふ く し

避難所
ひ な ん じ ょ

」という言葉をご存じですか？ 

はい いいえ 

４０．０％ ６０．０％ 

 

Ｑ７ （２０２０年
ねん

９月
がつ

時点
じ て ん

）和泉
い ず み

支援
し え ん

学校
がっこう

は「和泉市
い ず み し

」と「泉大津市
いずみおおつし

」２市
し

と福祉
ふ く し

避難所
ひなんじょ

の協定
きょうてい

を結
むす

んでいます。 

   そのため、本校
ほんこう

に避難
ひ な ん

できるのは「和泉市
い ず み し

と泉大津市
いずみおおつし

在住
ざいじゅう

の本校
ほんこう

児童
じ ど う

生徒
せ い と

とその家族
か ぞ く

」ということをご存
ぞん

じでいたか？ 

はい いいえ 

３６．５％ ６３．５％ 

 

Ｑ８ 災害
さいがい

時
じ

に避難
ひ な ん

する場合
ば あ い

、どちらに避難
ひ な ん

したいと思いますか？【複数回答可】 

Ａ 市町村の指定避難所 Ｂ 市町村の指定した 

  福祉避難所 

Ｃ 和泉支援学校 

（高石市・忠岡町の方も希望

してもらって構いません） 

Ｄ 避難所へは行かない。 

  車中泊または親戚の家等 

２９．７％ １０．４％ ４２．８％ １７．１％ 

 

Ｑ９ 災害に対して、ご家庭で対策していること、心配なこと、疑問に思うこと、要望等があれば、ご記入ください。 

 



【意識
い し き

調査
ちょうさ

の結果
け っ か

分析
ぶんせき

】 

 

１  自宅が「津波
つ な み

浸水
しんすい

区域
く い き

」であるかわからない方、誤解
ご か い

されている方が多かったです。校区の３市１町（和泉市・泉大津市・

高石市・忠岡町）からは「南海
なんかい

本線
ほんせん

より山側
やまがわ

へ」と呼びかけています。そちらを基準にしていただき、お住いの自治体の

ホームページからハザードマップをご確認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

２ 「避難行動要支援者名簿」について、「登録されていない」、また「知らない」「初めて聞いた」と答えた方が多かったです。 

  防災の保護者説明会や動画にて紹介させていただきましたが、自治体によって登録の手続きの仕方が違うそうです。その点に

つきましては、学校から各自治体に「避難行動要支援者名簿」ついての問い合わせがある旨をお伝えしていますので、必要だ

と思われた方は、各自治体の窓口までお問い合わせください。 

 

３ 「避難所へは行かない。」と答えた方が多かったのですが、水道・電気・ガス・食料の調達等、どの程度で復旧するか、被災

状況によっては長期化することもあり得ます。各家庭で備蓄していただくことはもちろんのこと、給水に行く場所、食料をも

らいに行く場所、充電をしに行く場所など、あらゆる事態を想定しておくことが大切です。 

２０１７年９月の台風２１号による停電のときのことを思い出し、準備をしておくことをおすすめします。 

最低３日分、できれば７日分と言われています。 

★水（家族１人につき１日３ℓ×７日分＝２１ℓなので、４人家族であればスーパー等で売っている２ℓ６本入りの箱を７箱） 

★カセットコンロ・ガスボンベ（１人１週間で６本必要。４人家族であれば２４本必要） 

その他、食料等も含め、農林水産省のホームページに紹介されていますので、ご確認ください。 

 

４ 「和泉支援学校に避難したい」と答えた方が１４０名おられました。その中の多くの理由が「子どもが慣れた場所で少しでも

安心できると思うから」とのことでした。学校としては、そう思っていただけることはありがたいことですし、保護者の皆様

のお気持ちは十分理解できます。しかし、本校に避難するためには、国のガイドラインが決まっており、手順を踏む必要があ

ります。「災害時における和泉支援学校のルール」の動画を改めてご視聴いただき、ご確認いただきますよう、よろしくお願

いいたします。 

 


